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略柘4祠=･1月ａ可
動碑噺回折興呵

･包司県卵§勧会

まrごｔrこ薯い季御許やｰ・てまいりましrこ．

私達ぱ司喝に弱い曰かr7'･cり瓦でです、こ．の竃も精い、(TlM^さ'rこ

いｔのででね､．芙しく咲ぐこ働こ．太隅にも暑さにも負け叫味

力をつり｀ましみう．健島くヱも笥/ぐテしてしまう今曰このごろ、

食事･はフ･レドニンより尺切なクスリ、そうお児いになりまもし力･．

冷rこくしrこリアツ～クしrこりエ･丈しｔ-・ｔと食べて、缶のみ７さ

まそろって'元気に甦をのりさりｎ:いですね．

例によって.曰が･サと.1昌i･もあヽ扮x.７くノ
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及の‘叙‘でば跨降ハ十Ｓツ曰く１幻、２吻円でt販免.じてJタります．

こ沸ｔの方tl;下記のところへお申し込み下さい．

なみこの剰振疎叫吠と.７りま了のでも人吋りことr

肩

ｋもみす可め下さい・
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７ろ同宿L釈患者･陣を若乙家族のを盈糸底が6即51ﾖ(ロ)、

４新小一/し【でおいて圈糾ｔｌしrこ．不一/しか昿かヽ･･rこのでﾀり｀ま

ぽら乙いう悉じばありぷしにヵ900名(ﾇ)毘弟、恥吹、－師、行改

福祉忠冬のカノマ沁黎茄これ臨気のこもバ１４必tこわ孕しに．

陳･軍袴子の貢をびとヽの吸療jで肉界し執無運に協力い尺rもい尺方

へ唇謝杖の浦ｔがありヽ愚弟・数凭の怖尤拝彬な哨気、全作計

餉へと埓り・しに.全坏封鞠ｔほ、行政･福祉周作の古や区が･が

Itjcにスヽラリと.笙ひ喰場の参都君乙油をり岑禄恥づごﾄｰましrこ･

ｔの緩、礼慄滞民ぐ響糸肌萌たによる演墨会．ヌ、ローがンぷ曙認

茅冷虚名の禅択で嘩包とし7ましrこ．びJり

次の乙おりで‘１．掬七しい甲参列宍7くろう芯]でし九、

(冷ヽ刄)辱祷れ４㈲･ｔＥ鼻､ｙ蒸各明子、局口潮了．谷口啓乱

　　　　

后埓秤チ、和肘6晨了

(象族)沢FIヽご孔石崎直記、き口唇男

(医岬j)守匠浪津孔大l倆晃
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全篭系公スりーか･ン

殴乙遡乱系Ｓの低明と惣齢まの麗江包和ｱﾉ/

をての雄良の佑希包公費負担にせよ､.で・

介誕手当の支給乙通荒交湧ゑ、付添衝の挿助む./

急着・陣各児逝の軟有乞知全に/(f#ti-t£よ･?

医冷過熱･筆告包死､くしパ吻も鳶色箭涛･也エ､ク

北海道L』４昧ｔンター色建艮七よ夕

鳥く道民乙考と結び明るい福祉れ唇1浹珊.さｔよう.ﾀ
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集魯艦言（抜1い）

　

私還は和鳴や律各による麻々９困●ｔのりこ

之て今日ここに才う回羅孤島着、璋奮着乙永糠

の全壇草会左陶ｲをしましrこ．…一私漣球、零彰｀

乙してあらゆる旅烏の系因の早期免明と濤奉職

の卿辱確立包丿舛えると.同時に．タ)よう７病気や障害llなろう

乙もヽﾉくヽ.覆}としての生活を走うこ乙のない社会数一日も単く発現

！Ｋること名料ｔます．私達μl、現岳健糸で明ろい生活を:ｔべ

句られるｉ々に対し、難姦と.ほ、いつ、と･こでヽ、誰恥なるかわか

らりいものであることを、まr謳漣のまわりには様々７公告・薬

容・医療過諏の危険がい刺れ、乙りまいているこ乙Ｅ讐もします．

そしてづ

しk収酌ておかれるのか、それ～身＆もって俤験しているものと

して4らの酋鳶色晩として冠動とさらに進恥るこ乙り臨し、あ

らゆる無陶･ひ賀びこっている甲でヽ、まr吋猫浪江やＳ浦べ長延

凭も

包jl箱すｔ衆に立ａなけれj]:｀なら７いことき破認しました.．----

趣璽砂
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会暮からの撞り
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俄詩・神薦町郡｝

　

風のロ箔ll耗われて符水舞っていいヽとﾑ島え』２･もシリラの花の

癈りがｰ･･．りヨばなんれん、を釣りか'と.うこｱごいましに．膠源

ゆ､22も堪.ら外て.さ次しrこ．ｔれａ鮪み入泰して本ヽ当に良1ヽつた.と

呉いましrこ..私11同じ高気の方ににぺて、主減ｉ.の丸生丿咄われ

rこように軽かっrここ乙を改めて知り、まrこ鼻気と鳥っているのは

自分目7でばり:いのrづ乙愚うと.元気力吐て芝ましrこ. Wfti3の遼ら

れヱくるのを釦ヽら乖しみにしてい４くらいで可．今、隻薫l来島

放:1･ＱＩつているのですが、5｀月Ｇ入って孝夜ｉ皓､にも慣れ余しい

各囚ｔ～ごしてぃます．でもや1靭疲れやすく､６時洵ａｙ蕗わる

乙７７タリ．蒔べ、営硬へ行って着jひ生遠を.し

ている自･徊呼思議tｉ感じるこ､こがあります．

そして今まで気のっヵヽなかった小さりr幸せ.を

見つけたり、トヨ・日を.叉加ｉゑこ;｀すこと.か･ｔ;･ん

り=に尺争なこ乙なのかを知っrこり．擲気に７りここと.は悲しいこ

じＧｔヽ勘りまｔんか･、自分をみっめ直1時向加でびここ乙でヽ

ﾒＪ賎t乞知り、生ごてい＆こヽ乙気算さがわヵヽつrこ､とで陥れ4乱二

７てアラ久になっrこのではと恩､つていま１．り吟今(砧一ｔられ

rこ範鳳ﾌﾟ)中でのｔ弛に渦足し、小;!なシアワｔを几;!くしていこ

う乙、そして今年11､紅理ljｾﾞ;ｔに他事に卒業したいと烏､つていま

す．健友な心てはわヵヽつてもらｔない恨みり徽すること.のでさ

る場乞もっこと.か・でさるようにな、てヵｓ.で応じ、それ.に砥斬し

てい心私です．
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伊慮許･聊ｌこんの乱糾莱よt'

　

娘部ｌヵ呟凌J4世話に７/はレて/ｃよこりﾉ孝く仰礼申し上tアます．

一時i‘まどうなふことかy'.･こ吹糞こしましにか･、艮の汲は丸走調１加
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良くて掌続も球まず通1似:して鳶りま了．日唇のｔｔも４月が一番

危衆だ亡栗じヽてJらヽられまし氏か各黄１とも順詞で異牛加み恥rこら

すヽ、尺差元気なので驚いておられ.7しに.親としてこんなうれ.L

いここほごごいま七ん．これも働循梯のみ励ましの賜勿と/ヽごよ

り雅㈱Lして丿は了．享祉にまに謹啓でさふとは夢･・も恩･いま

ゼ完でしrこ．乙うかこめまま何手もなく辛累してくれれ刺こ祈っ
て后ります．

　

かしこ

画館巾・押子島十雄

前略、会ﾌ)事|‘J1通信や新㈲Ｑと･で拝見して鳶り皆様の苦

労尺変７争と既ってＪりまず。早還なか･ら路子の近況復

でヽ丁加、実は昨年ワ月に担当医の了解包｡得てｲｶいてい/｀こ

ドク)ですがヽ今耳升月頃ヽ足｣て商み励
／

　

県叉にい骨骨癩無有性壊死乙いい．丁漸足刈寸け舶の骨かヽ匙

　

くなっており、孤き£は耳かをヽので寸術とあまり洵ナないと

　

yﾔﾌ･　一r4'―j･　J_､･■t._･.一一･-甲してみヽり、手術を１るにしても将釆の生地芭考え 肛島も出、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●●●－一一'ss WZり゛~ゝり‾゛ｇ‾Wμ●
衷心限/順Lと使わり2い孫1てするのぴ先ぼであると.いうこと

ｰで･、
ぶ1J- ､Å･.-.L4.一一・
爰石=.冷却期同左以ヽて居る彷乙ですｄ可か釦吻法かご‘ないもの
ｰﾀﾞ゛.l
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’でしょうｒ。畑甲さん11いかIFしてJ4いでで１か。恥馮走j

蕗認むも昨年斗月に堤弧しrこめですか刄っ､Ｍ検・にぬ仏ヽ乙

の孝で書類返却されま函認定されておりまｔん。いずれにしろ

小釘勧ぷ)うラは良いので･す加荷豪を刄うとjJにヽなりま七ん

妬Ｊにほま阿まだ羞しんで･いふｉかヽヽ几＜ごんいる尋ｔ話し力付

けて＆りますヵヽ咽冽ま恥ヽ様で1.

　

草々

尊団無料俊診は､丸貳旭川Ｊ鳴Ｊ乖油彗

に於てg月~l明1リ升つれる予えでヽ１.
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介纏手当、粧病りr手帳、色宅愚者の訪内箱濤･をりをjするとい

ク心桐昏が刎ましに｡具御帳地祁圖刺洗です。

ｏ三森礼ｌ;Σんが瓢婚されJIしに／

　

‰、去る７月ら日に路破獄しましに。3年前に

維婚も就職も恵理と｡吉われrこことﾆや゜ウソのようです･

でも弱い采ｌ拍ｶきは毎日クタクタで再発が｀/りこ

れる複です。他の側い)方もそれそれ心=尋ｔ拵って

　

いるので反り%:O)-^%も固毅な杖柊Ｒあり、り:Ｍμ･ヽ忌うよ

　

うに治柘でさまｔんヵ・･､み宍:まの理琳ｔ協力をようしくみ

　

顧いｔしまず．７紬噂・を話は今までと竜リません．

　　　　　　　　　　　　　　

志４ﾈし１ひ日性Ｅみ)』

・覆轍しましに．恥谷

　

いろいろ会馬必皆旅にも御心配乞Jタかけしましにか･、ら珂1日

　

ヵヽら陶賎‘することかごでさましrこ．まβま旧蹟1.なことほありま

　

１ヵ｀吟枝の方々引'こめにも負けてはいられ７い乙鳶いま１．体

に気をつりてがん限りま１．

難釦ｈ諏売しているねｔ式か一タ刃しトイい水ルタ求･ｙ

もの瓦中値Ｊけに戎功しまし仁。

現蚕正価

靫舶創唄価路

　

・獅り価裕
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叫ひヽrｸ｀17

この麦秀４ごんか申征治と妬のられましrここ.と.、仲向とし

てとてもうれしく15つてJ4りま１．こ玖までも会のためにな

みりごみなら４り71いrざざｙこれヵヽらもお叱しい中、会の

仙手乏茂けて下､ごみというこいそこでをの肩息一同で何か

お祝いとと考えるので１ヵ八ゆかでしｉうか．こ．れヵヽらは、

卿むく、ター､ｔllくらきれるみ母掃の考うヽの畔協力も仰ir^A-j

八ぼり:ら１≒私ｔ,乃丈.のてもの吻吽ク)ｔS麦しrこいと.～いま

乱二賛同下、きる釘琢Ｊ)て一一ｔFさい・

■rof,!-．札幌市白石1j

客谷･車知子

諮
ｙ
）

鳩隼人･弛纒犀痴友嶮必論蓬漬:部

抑粉南ｔ寺塔礼ｌ

私ス拓漣糾捧籾聊此鯛刊行物あ会

徊９中老１北1み114丁目本一向rこ･↑し

l;価74岬恥け=3種郷便鯉）飢弓心ド通巷才苅号

-ぶ９年ワ恥）a発が（各やＳ.･o日発行）|部5り円

-7－


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7
	ichibanboshi_197507_014-1.pdf
	page1

	1.pdf
	page1




